
◀照明車（20m級）の操作体験 
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■■視視察察研研修修のの実実施施        

令令和和66年年１１２２月月９９日日（（月月））／／滋滋賀賀県県  湖湖南南市市立立岩岩根根小小学学校校／／ココミミュュニニテティィ・・ススククーールルににつついいてて 

◆令和６年度 連合会活動方針 

目目標標ととすするる地地域域社社会会  ““誰誰ももがが暮暮ららししややすすいい社社会会””  
活動目標 みんなが参加し、互いに尊重・助け合う地域づくり 

①コミュニティ活動の目的・目標をみんなで共有しましょう。 

②一人ひとりが出来ることから取り組む全員参加のまちづくりを進めましょう。 

③情報交換や交流イベント等により、連帯意識を高め、人づくりを進めましょう。 

推進項目  

 

田田原原市市地地域域ココミミュュニニテティィ連連合合会会  
●●「「田田原原市市地地域域ココミミュュニニテティィ連連合合会会」」はは、、地地域域ココミミュュニニテティィにによよるる““自自主主的的ななままちちづづくく  

  りり””をを目目指指すすたためめ、、そそれれままででのの総総代代会会にに代代わわっってて、、平平成成23年年度度にに発発足足ししままししたた。。  

●●連連合合会会でではは、、地地域域ココミミュュニニテティィ活活性性化化ののたためめのの調調査査・・研研究究、、定定例例理理事事会会ななどどででのの意意見見  

  交交換換、、市市へへのの要要望望活活動動ななどどをを行行っってていいまますす。。  

地域の活性化や問題解決の参考とするため、視視察察研研修修を行いましたので、今後の地域活動に活かし、より良いコミュニティを目指していきます。 

参参加加理理事事のの意意見見（（抜抜粋粋））  

●「地域の力を学校に」という考え方が浸透して 

 いて、学校だけでなく地域で子どもを育てよう 

 という強い意志を感じた。 

令令和和66年年１１２２月月１１００日日（（火火））／／国国土土交交通通省省  中中部部地地方方整整備備局局  中中部部技技術術事事務務所所／／災災害害対対策策用用機機械械のの見見学学体体験験 

◆◆内内容容◆◆  

・対策本部車・待機支援車・衛生通信車・橋梁 

 点検車・排水ポンプ車の見学、照明車の体 

 験、無人化施工バックホウの遠隔操作体験。 

参参加加理理事事のの意意見見（（抜抜粋粋））  

●災害時に活動する車両、機材の説明、貴重な体 

 験ができた。 

●自治会の防災リーダー等の防災活動の視察先と 

 して適していると思った。 

◆◆視視察察先先対対応応◆◆  

・岩根小学校コミュニティ・スクール学校運営協議会 

 （理事長、理事兼委員長、地域コーディネーター） 

・岩根小学校校長 ・滋賀県・奈良県ＣＳアドバイザー 他

◆◆取取りり組組みみのの概概要要◆◆  

・21世紀をたくましく生きる地域の担い手の育成を目指し、 

 「地域と協働で子どもを育てる」意識の下、コミュニティ 

 ・スクールを実践。 

・地域・保護者・児童向けに学校評価を実施し、地域と学校 

 が子どもの課題や目標を共有。 

・「学校も地域も大切な学びの場」の考え方で、地域と協力 

 してカリキュラムづくりを行い、子どもが地域の担い手と 

 しての自覚を高めるような学習を行っている。 

▼対策本部車 



■■研研修修会会のの開開催催  
令令和和６６年年１１２２月月１１８８日日（（水水））／／田田原原文文化化会会館館  文文化化ホホーールル 
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                                          連連合合会会のの取取りり組組みみ        

令令和和６６年年９９月月３３００日日（（月月））／／田田原原市市役役所所  応応接接室室 

 連連合合会会ホホーームムペペーージジををごご覧覧くくだだささいい  

田原市地域コミュニティ連合会では、活動内容や各協議会のイベントなど

の情報をホームページでお知らせしています。ぜひご覧ください。 

 田原市地域コミュニティ連合会 検索 

 

電電  話話          00553311--2233--33550044  
  

メメーールル          kkoommiirreenn@@cciittyy..ttaahhaarraa..aaiicchhii..jjpp    
  

ホホーームムペペーージジ    hhttttppss::////ttaahhaarraa--kkoommiirreenn..ccoomm//  

編編集集：：田田原原市市地地域域ココミミュュニニテティィ連連合合会会事事務務局局  

    （（田田原原市市役役所所  総総務務課課））  

■■令令和和６６年年度度  連連合合会会のの主主なな事事業業運運営営状状況況  

４４月月  定期総会・地区行政連絡会・交流会 

６６月月  連合会会報（27号）発行 

７７月月  臨海部バイオマス発電施設見学 

９９月月  地域活動支援要望書提出 

１１２２月月  視察研修・連合会研修会 

２２月月  連合会会報（28号）発行 

●●そそのの他他・・定定例例理理事事会会開開催催（（毎毎月月））  

        ・・各各種種審審議議会会へへのの委委員員参参加加（（随随時時））  

■■地地域域活活動動支支援援要要望望書書のの提提出出  

地 域づくりの取り組みを行う上での実践的なノウハウ・

スキルを学ぶ機会として研研修修会会を開催しました。 

 今回は、総務省中部管区行政評価局に依頼し、「災害が起

きたときのために知っておきたい豆知識～令和６年能登半島

地震における総務省の特別行政相談活動を踏まえて～」と題

し、お話しいただきました。 

 各コミュニティ協議会から参加希望者を募り、当日は理事

を始め自治会長や防災リーダーなど合計２０８名の方が参加

しました。 

 参加されたみなさんは、能登半島地震での業務経験を踏ま

えた具体的なお話に熱心に耳を傾けていました。 

田 原市市民協働まちづくり条例で、まちづくりの基礎

的団体として位置付けられている地域コミュニティ

団体への支援を求める地地域域活活動動支支援援要要望望書書を、山下政良市

長へ提出しました。 

 内容は、これまで実施されている活動支援、施設整備支

援の内容を引き継ぐとともに、更なる支援内容の充実を検

討していただくものとしています。 

 当日は、市長のほか、副市長、総務部長が同席のもと、

財源、組織及び事業推進等について意見交換を行いまし

た。 

意意見見交交換換のの内内容容（（一一部部抜抜粋粋））  

●地域の生活や活動に直結する道路・河川、施設等の施設

整備・改修・維持管理の強化をお願いしたい。 

●人口の確保については、田原市で結婚してもらって、安

心して子育てできるような環境づくりを進めていくこと

が大切。   


